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するという Yamagata ら、Shankar らの報告と異なる。これらの先行研究はそれぞれ 18 年(Fox)、10
年(Yamagata)と長期間の観察であるか、60歳以上の高齢者を主とする集団(Yamagata、Shankar)から
の報告である。研究開始とエンドポイントの観察時点が離れている場合や、高齢者を対象とした研究
では、喫煙による早期の腎機能の変化を見落とす可能性があり、中年男性を対象とし 6年間という比
較的短い観察期間を用いた本研究において示された結果は、喫煙関連の腎臓病において糸球体過剰濾
過・蛋白尿を呈する病期があり、その臨床経過は糖尿病性腎症・肥満関連腎症と類似する可能性があ
ることを示唆するものと考えられる。 
本研究は、喫煙が糸球体過剰濾過・蛋白尿など早期の腎傷害マーカーと関連することを初めて示し
た前向き観察研究であり、喫煙関連の腎臓病に関して新たな知見を与えるものである。従って、著者
は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
